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■
具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

▼
家
族
一
人
ひ
と
り
の
個
性
・
生
き

方
・
考
え
方
を
尊
重
し
、
家
事
、
育
児
、

介
護
な
ど
を
み
ん
な
で
協
力
し
よ
う
。

▼
男
女
が
対
等
な
立
場
で
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
方
針
の
立
案
・

決
定
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。

▼
事
業
者
は
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
育

児
や
介
護
を
担
う
労
働
者
が
働
き
続

け
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
人
権
課　

☎
５
７-

８
５
０
７

■
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
　
「
男
性
だ
か
ら
、こ
う
」　「
女
性
だ
か

ら
、こ
う
」
と
い
っ
た
考
え
方
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、
お
互
い
に
社
会
の
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合
い
、自
分
の

意
思
で
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
、
自
由
に
生
き
方
を

選
び
、
ま
た
共
に
責
任
を
担
う
社
会
の

こ
と
で
す
。

　
　

香
南
市
で
は
、
男
性
も
女
性
も
職
場

や
学
校
、
地
域
、
家
庭
等
に
お
い
て
、
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
喜
び
も
責
任

も
分
か
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
平
成
３０
年
度
に
「
第
２
次

香
南
市
男
女
共
同
参
画
実
施
計
画
」の

改
定
を
行
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
会
等
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
の
倒
産
や
解
雇
、雇
い
止
め
な
ど

の
理
由
で
失
業
さ
れ
た
方
は
、申
請
に

よ
り
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

毎
年
６
月
23
日
か
ら
６
月
29
日
は

『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
で
す

●
申
請
の
方
法

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付
さ
れ
る「
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
」と
印
鑑
を
持
参

し
、税
務
収
納
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
申
告
は
お
済
で
す
か
？

　
　

平
成
３０
年
度
の
国
保
税
は
、
前
年

（
平
成
２９
年
１
月
〜
１２
月
）の
所
得
な

ど
を
基
に
算
定
さ
れ
ま
す
。
申
告
を
し

て
い
な
い
と
、
所
得
の
な
い
世
帯
や
少

な
い
世
帯
が
受
け
ら
れ
る
軽
減
措
置

（
７
・
５
・
２
割
の
い
ず
れ
か
の
軽
減
）
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、
病
院
な
ど
で

支
払
う
自
己
負
担
の
月
額
限
度
額
が

上
位
所
得
者
で
の
扱
い
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
　

所
得
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
至
急
税
務
収
納
課
ま
で
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
国
保
税
軽
減
制
度
に
つ
い
て

●
対
象
と
な
る
方

　
　

離
職
日
時
点
で
６５
歳
未
満
で
あ
り
、

左
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　
　　
（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

▼
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　　
　
（
期
間
満
了
な
ど
に
よ
る
離
職
）

●
軽
減
の
内
容

　
　

前
年
中
の
給
与
所
得
を
１００
分
の
３０

と
み
な
し
て
国
保
税
を
算
出
し
ま
す
。

●
軽
減
の
期
間

　
　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で（
最
長
２
年
間
）

※
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
な
ど
を
受
け
る

期
間
と
は
異
な
り
ま
す

※

国
保
に
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職
し
て
も

引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社
の
健

康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
保
を
脱
退
す

る
と
終
了
し
ま
す

問
税
務
収
納
課　

☎
５
７-

８
５
０
４

国
保
税
の
軽
減
措
置
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

こ
の
週
間
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
目
的
お
よ

び
基
本
理
念
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲行列が進むにつれ、闇も深くなり一層不思議な空間に

幻想的に、狐の嫁入り

狐の夜市

　　５月３日（木）赤岡町本町通りで狐の夜市が開催されました。

　　この催しは絵金蔵が主催したもので、特設のオープンカフェや、ろ

うそくを使ったたくさんの手作りランプが本町通りを彩りました。

　　日の入りとともに、おしろいに着物姿でちょうちんをもった狐の嫁

入り行列が姿を見せると、路上は幻想的な雰囲気に包まれました。

この行列は、住民ら有志約２０人が扮したもので、ゆっくりと本町通り

を練り歩き、両脇で待ち構える大勢の観客や写真愛好家たちを魅

了していました。

第61回土佐赤岡どろめまつり
どろめ～、どんと、どんと♪

　　４月２９日（日）晴天の赤岡海岸で第６１回土佐赤岡どろめまつ

りが開催されました。

　　当日はどろめを始め、まちの美味しいもの

を肴に大賑わい。名物の大杯飲み干し大

会には県内外から２４人が参加し、「ぐぅ

～っと、ぐぅ～っと！」のおなじみの掛け声

で酒を飲み干し、会場を沸かせました。

▲見事な飲みっぷりに歓声が上がりました
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な
どに

国
保
税
の
軽
減
措
置
をを

ご
存
知
で
す
か
？
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め
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た
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す
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第61回土佐赤岡どろめまつり
どろめ～、どんと、どんと♪ろ

　４月２９日（日）晴天の赤岡海岸で第６１回土佐赤岡どろめまつ

りが開催されました。

　　当日はどろめを始め、まちの美味しいもの

を肴に大賑わい。名物の大杯飲み干し大
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で酒を飲み干し、会場を沸かせました。
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春の叙勲 褒章春の叙勲 褒章
 ４月29日（日）春の叙勲および褒章受章者が発令
され、香南市では谷裕高さん（野市町）が瑞宝双光
章を、宮本慶澄さん（野市町）が藍綬褒章を受章さ
れました。また、5月1日（火）に発表された高齢者叙
勲では、　山正江さん（野市町）が旭日単光章を受
章されました。

　昭和50年野市消防団に入って以来、43年の長きにわた
り幾多の火災、風水害に率先出動し、被害を最小限にとど
めてきました。また、春秋の火災予防期間中における巡回
や住宅用火災警報器の普及啓発などに積極的に取り組
み、火災予防に貢献されました。

宮本慶澄さん（69歳）
野市町

消防功労

藍綬褒章褒章

　昭和32年から国家公務員（警察庁技官）として、約42年
間、東京をはじめ名古屋、仙台、大阪など全国各地で勤務
されました。定年後も警察職員生活協同組合に５年間勤
めるなど47年余の長きにわたり警察業務に携わり、住民の
安全と治安維持に貢献されました。

谷 裕高さん（79歳）
野市町

警察功労

瑞宝双光章叙勲

　昭和54年に地域住民の信望を得て野市町議会議員に当
選以来、連続して４期16年の長きにわたり議員として在職
し、野市町の教育振興、青少年の健全育成、住民福祉の向
上などに貢献されました。

山正江さん（８８歳）
野市町

地方自治功労

旭日単光章高齢者
叙勲
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